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我
ら
が
鄭
ゼ
ミ
で
は
、
認
知
言
語
学
を

や
っ
て
い
ま
す
。
研
究
領
域
は
、
世
の
中

の
も
の
す
べ
て
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
私
た
ち
の
身
の
回

り
の
も
の
は
言
語
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、｢

白
雪
姫｣

や

｢

赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん｣

の
名
前
も
研
究
対
象

に
な
り
ま
す
。
講
義
の
最
後
に
は
ジ
ョ
ー

ジ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
に
行
き
着
く
と
い
う
、

先
生
の
と
っ
て
も
た
め
に
な
る
話
が

ジ
ョ
ー
ク
も
交
え
て
展
開
さ
れ
、
私
た
ち

も
時
間
を
忘
れ
て
聴
き
入
っ
て
し
ま
い
ま

す
。「
課
外
活
動
」
も
さ
か
ん
で
、
学
年
を

超
え
た
親
睦
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
先
生
の
話
や
生
き
様
を
見
て
、
人
生

を
豊
か
に
過
ご
す
術
も
学
べ
ま
す
。
さ

あ
、
そ
ん
な
鄭
ゼ
ミ
に
興
味
を
持
っ
た

方
、
い
つ
で
も
飲
み
の
準
備
は
Ｏ
Ｋ
で

す
。
何
で
も
語
り
あ
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
三
年
次
生
　
岩
出
　
倫
子

●
人
文
学
部
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

言
語
情
報
論
　
鄭
基
成
ゼ
ミ

●
教
育
学
部

保
健
体
育
　
野
外
運
動
研
究
室

　
私
た
ち
野
外
運
動
研
究
室
は
、
登
山
、
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
、
ス
キ
ー
、
水
辺
の
カ
ヌ
ー
、

ヨ
ッ
ト
、
ウ
ィ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
な
ど
、
名

前
の
通
り
太
陽
の
下
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
大
活

躍
中
。
こ
れ
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
は
、
体
験
し
よ

う
と
思
っ
て
も
道
具
や
指
導
者
の
問
題
で
な

か
な
か
手
を
出
し
に
く
い
も
の
で
す
。

　
研
究
室
の
太
田
茂
秋
先
生
は
、
様
々
な
野

外
運
動
を
経
験
さ
れ
て
お
り
、ゼ
ミ
生
は
、安

心
し
て
活
動
で
き
て
、
と
て
も
幸
せ
で
す
。

　
強
制
で
は
な
く
、“楽
し
み
な
が
ら
本
質
を

つ
か
む
”
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
自
主
性
を
重
ん

じ
、私
た
ち
が
興
味
を
持
つ
ス
ポ
ー
ツ
が
、自

由
な
雰
囲
気
で
楽
し
め
る
よ
う
に
、
先
生
は

と
こ
と
ん
付
き
合
っ
て
下
さ
い
ま
す
。

　
自
然
と
の
関
わ
り
が
多
く
を
占
め
る
活
動

で
は
、
自
然
の
厳
し
さ
を
は
じ
め
、
多
く
の

困
難
に
直
面
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
し

か
し
、
そ
れ
以
上
に
自
然
の
美
し
さ
に
触
れ

る
こ
と
で
、
何
事
に
も
変
え
が
た
い
感
動
が

得
ら
れ
る
の
も
我
が
研
究
室
の
自
慢
で
す
。

　
　
　
　
　
大
学
院
一
年
次
　
江
澤
　
彩
子

　 

僕
ら
の
研
究
室
は
、配
属
時
に
一
人
一

人
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
が
付
け
ら
れ
る
の
で

(

何
と
矢
内
浩
文
先
生
に
も
“コ
ー
チ
”
と

言
う
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
が
！)
、
先
輩
後
輩

の
仕
切
り
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
常
に
自
由

な
発
想
の
生
ま
れ
る
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　
今
年
か
ら
最
新
設
備
が
施
さ
れ
た
新
築

の
研
究
棟
に
移
り(

室
内
は
土
足
厳
禁
で
、

衛
生
的
！)

、
そ
の
快
適
さ
は
、
是
非
と
も

体
感
す
べ
き
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
研
究
テ
ー
マ
は
、
人
間
、
脳
、
ヒ
ュ
ー

マ
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
な
ど
、
人
間
に

関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
研
究
成
果
を
理
論
や
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
終
わ
ら

せ
ず
、
体
感
で
き
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
の
形
に
す
る
こ
と
を
重
要
視
し
て

い
ま
す
。

　
工
学
的
、
科
学
的
、
あ
る
い
は
文
学
的

を
問
わ
ず
、
人
間
を
深
く
考
察
し
た
い
と

い
う
学
生
を
歓
迎
し
ま
す
。
山
口
　
武
彦

●
工
学
部
　
メ
デ
ィ
ア
通
信
工
学
科

人
間
情
報
工
学
　
矢
内
研
究
室

●
理
学
部
　
数
理
科
学
科

数
理
物
理
学
　
素
粒
子
論
研
究
室

　
宇
宙
は
い
つ
始
ま
っ
た
の
か
、
ど
こ
ま

で
続
い
て
い
る
の
か
、
そ
ん
な
疑
問
を

持
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
宇
宙
に

存
在
す
る
力
は
現
在
四
つ
に
分
類
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
力
を
一
つ
の
理
論
で

表
わ
そ
う
と
い
う
の
が
素
粒
子
物
理
学
の

最
大
の
テ
ー
マ
の
一
つ
で
す
。

　
素
粒
子
論

研
究
室
で
は
、

ミ
ク
ロ
な
量

子
論
の
立
場

か
ら
、
と
き

に
は
マ
ク
ロ

な
相
対
論
の

立
場
か
ら
数

理
物
理
と
い

う
手
段
で
、

こ
の
テ
ー
マ

に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
博
士
前
期
課
程
で
は
研
究
の

基
礎
と
な
る
場
の
理
論
の
ゼ
ミ
を
行
い
、

一
年
の
後
期
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
の
ゼ

ミ
を
し
て
い
き
ま
す
。
研
究
に
は
ア
イ
デ

ア
や
探
求
心
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
が
、
素

粒
子
論
研
に
は
、
野
田
二
次
男
教
授
、
山

田
満
教
授
、
藤
原
高
徳
教
授
、
鈴
木
博
助

教
授
な
ど
多
彩
な
先
生
方
、
多
く
の
院
生

が
い
ま
す
。
素
粒
子
論
研
は
、
色
々
な
分

野
の
多
く
の
仲
間
が
い
る
こ
と
で
、
楽
し

い
ゼ
ミ
や
議
論
に
よ
っ
て
新
し
い
物
理
学

の
発
見
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
　
博
士
後
期
課
程
一
年
　 
斉
藤
　
通
義

　

剣岳山頂にて満足120％

素粒子にまじめに取り組むメンバー

お客さんも歓迎のゼミ旅行

多彩に人間にせまる研究室
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温
和
な
森
泉
昭
治
教
授
、
女
性
に
人
気

の
清
水
浩
助
教
授
、
い
つ
も
笑
顔
の
小
松

崎
将
一
助
教
授
の
下
、
農
作
業
の
習
熟
、

植
物
の
生
長
制
御
、
環
境
に
配
慮
し
た
農

作
業
形
態
の
研
究
な
ど
、
一
つ
の
研
究
室

で
様
々
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
森

泉
先
生
の
授
業
や
研
究
室
メ
ン
バ
ー
の
実

験
の
お
手
伝
い
で
農
業
機
械
を
扱
っ
た

り
、
ゼ
ミ
で
は
異
な
る
研
究
分
野
の
話
も

聞
く
こ
と
が
で
き
て
、
刺
激
満
載
な
研
究

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
下
　
一
成

●
農
学
部
　
地
域
環
境
科
学
科

農
業
生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
研
究
室

●
教
育
学
部
　
家
政
教
育
科

数
井
み
ゆ
き
ゼ
ミ

　
数
井
み
ゆ
き
ゼ
ミ
は
、
保
育
学
の
ゼ
ミ
で
、
最

近
は
、
子
ど
も
虐
待
に
関
す
る
研
究
が
目
立
ち

ま
す
が
、
幼
児
の
仲
間
関
係
、
父
親
の
子
ど
も
へ

の
関
わ
り
、
母
親
や
父
親
の
育
児
意
識
、
保
育
所

で
働
く
保
育
者
の
意
識
調
査
な
ど
が
卒
論
の

テ
ー
マ
で
す
。
ゼ
ミ
で
は
研
究
目
的
の
明
確
化

の
た
め
に
、「
手
当
た
り
し
だ
い
に
一
〇
〇
の
情

報
源
に
あ
た
り
、
進
み
た
い
方
向
を
嗅
ぎ
取
る

こ
と
」
を
重
要
視
し
て
い
ま
す
。
初
め
て
聞
い
て

「
な
ん
て
大
変
な
ゼ
ミ
な
ん
だ
ろ
う
…
（
そ
ん
な

こ
と
や
り
た
く
な
い
な
あ
）」
と
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
卒
業
論
文
を
書
き
終
え
て
「
や
っ
た
か

い
が
あ
っ
た
」。
や
る
だ
け
の
こ
と
を
や
っ
て
き

た
か
ら
、
執
筆
の
段
階
で
、
一
貫
性
を
も
っ
た
論

文
に
仕
上
が
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
ゼ
ミ
生
が
学
生
だ
け

で
は
な
く
、
社
会
に
出
た
後
で
大
学
院
に
入
学

さ
れ
た
人
も
い
ま
す｡

日
本
で
、
年
代
の
違
う
人

と
同
じ
立
場
で
勉
強
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
ゼ
ミ
室
に
複
数
の
人
が
い
る
と
、

ち
ょ
っ
と
し
た

き
っ
か
け
で
議
論

が
始
ま
る
こ
と

も
。
対
等
の
立
場

で
、
遠
慮
な
く
率

直
に
意
見
を
言
う

こ
と
が
で
き
ま

す
。
学
生
と
は

違
っ
た
視
点
が
入

り
、
議
論
は
自
然

と
深
ま
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
四
年
次
生
　
大
山
ひ
と
み

    

人
文
地
理
学
と
い
う
学
問
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？

　
私
達
の
ゼ
ミ
で
は
、
特
に
都
市
の
社
会

空
間
の
構
成
に
つ
い
て
、
空
間
・
場
所
・
社

会
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
し
て
い
ま
す
。

ゼ
ミ
を
通
し
て
、
日
本
の
都
市
に
限
ら

ず
、
海
外
の
諸
都
市
に
つ
い
て
も
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
葉
倩
　
先
生

の
も
と
三
年
生
八
人
、
四
年
生
九
人
が
所

属
し
て
お
り
、
人
気
の
あ
る
ゼ
ミ
で
す
。

　
普
段
の
ゼ
ミ
は
論
文
を
読
ん
で
レ
ジ
ュ

メ
を
作
り
、
そ
れ
を
発
表
し
ま
す
が
、
時

に
は
大
学
周
辺
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に

出
か
け
た
り
、
ま
た
日
帰
り
で
新
大
久
保

や
浅
草
に
調
査
に
行
っ
た
り
も
し
ま
す
。

夏
休
み
に
は
二
泊
三
日
で
勉
強
合
宿
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
勉
強
だ
け
で
な
く
そ

の
土
地
の
観
光
も
取
り
入
れ
、
盛
り
沢
山

で
す
。

　
　
　
　
　
　
四
年
次
生
　
関
塚
　
倫
子

　
日
本
は
少
子
化
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、二
〇
〇
〇
年
現
在
の
世
界
人
口
は
六
十

億
人
、そ
の
半
数
三
十
億
人
が
ア
ジ
ア
の
人

口
で
す
。
ニ
〇
三
〇
年
、
世
界
の
予
測
人
口

は
八
十
億
人
で
す
。
欧
州
、
ア
メ
リ
カ
の
人

口
増
加
は
僅
か
で
す
か
ら
（
北
米
は
、
一
億

人
増
加
の
見
込
み
）約
五
十
億
の
人
々
が
ア

ジ
ア
で
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、こ
の

人
々
が
使
う
燃
料
が
必
要
に
な
り
ま
す
。そ

こ
で
将
来
は
バ
イ
オ
マ
ス
か
ら
も
製
造
可
能

な(C
O

とH
2

か
ら
合
成
で
き
る)

次
世
代

燃
料
ジ
メ
チ
ル
・
エ
ー
テ
ル(D

M
E
)

の
利

用
技
術
を
研
究
し
て
い
ま
す
。D

M
E

を

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
の
燃
料
に
す
る
と
煤
煙
が

発
生
し
な
い
燃
料
と
な
り
、清
浄
排
気
の
ガ

ス
タ
ー
ビ
ン
の
燃
料(

コ
ー
ジ
ェ
ネ
用
を
含

む)

、民
生
利
用(LP

G

と
同
じ
様
に
利
用
可

能)

、
燃
料
電
池
の
燃
料
と
広
範
囲
に
利
用

で
き
ま
す
。
研
究
室
で
はD

M
E

に
適
し
た

燃
焼
方
式
、
噴
射
方
式
、
基
礎
的
物
性
、
燃

料
電
池
へ
の
利
用
な
ど
広
範
囲
に
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
志
波
　
正
貴

●
工
学
部
　
機
械
工
学
科

エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学
　
梶
谷
修
一
研
究
室

フィールドワークに意欲満々

学生も院生も一緒に盛上る

勉強が終わりこれから楽しい食事です

発表に先生のきびしい目が光る！

　「
農
学
部
の
研
究
＝
白
衣
を
着
て
、
試

験
管
を
振
る
」。
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
思

い
浮
か
べ
が
ち
。
し
か
し
、
私
達
の
研
究

室
は
、
研
究
室
の
名
前
の
通
り
、
工
学
が

メ
イ
ン
。
そ
の
た
め
か
、
解
析
用
の
パ
ソ

コ
ン
や
機
器
、
ト
ラ
ク
タ
が
ず
ら
り
と
あ

り
、
機
械
の
に
お
い
が
漂
っ
て
て
い
ま

す
。
機
械
好
き
に
は
た
ま
り
ま
せ
ん
。

●
人
文
学
部
　
社
会
科
学
科

　
　
　
葉
倩
　
研
究
室







 
茨城大学からのお知らせ 

●
編
集
・
発
行
　
茨
城
大
学
P
R
委
員
会
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
専
門
部
会 

●
〒
三
一
〇
ー
八
五
一
二
　
茨
城
県
水
戸
市
文
京
二
丁
目
一
番
一
号
　
電
話
‥
〇
二
九
ー
二
二
八
ー
八
〇
〇
八 

●
「
大
き
な
百
合
の
木
の
下
で
」
は
茨
城
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も 

　
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。http://w

w
w
.ibaraki.ac.jp/

茨
城
大
学
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー 

５
号
　
平
成
十
五
年
三
月
発
行 

■
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
に

　
平
成
十
四
年
度
、
茨
大
生
は
大
活
躍

　
学
会
賞
関
係

ほ
か
、
秋
山
亮

太
郎
さ
ん
（
理

工
学
研
・
博
士

前
期
一
年
）
は
、

第
六
回
分
析
化

学
東
京
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
第
二

一
回
日
本
溶
媒

抽
出
学
会
、
第
十
三
回
茨
城
地
区
研
究
交
流

会
に
お
け
る
三
大
会
連
続
最
優
秀
賞
受
賞
。

寺
門
大
さ
ん
（
理
工
学
研
・
博
士
後
期
一
年
）

は
、
第
八
〇
回
日
本
化
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

講
演
賞
受
賞
。タ
ン
　
リ
ー
フ
ン･

レ
イ
モ
ン

ド
さ
ん
（
人
文
学
研
・
修
士
・
二
年
）
は
、
日

本
語
弁
論
大
会
で
外
務
大
臣
賞
受
賞
。

　
ス
ポ
ー
ツ
・
準
硬
式
野
球
　
準
硬
式
野
球

部
は
、
第
二
〇
回
全
日
本
大
学
九
ブ
ロ
ッ
ク

対
抗
準
硬
式
野
球
大
会
で
準
優
勝
。

　
相
撲
　
相
撲
部
が
、
第
五
一
回
東
日
本
学

生
相
撲
リ
ー
グ
戦
四
部
で
優
勝
。

　
水
泳
　
水
泳
部
・
女
子
が
、
第
五
一
回
関

東
甲
信
越
大
学
体
育
大
会
に
お
い
て
、
団
体

優
勝
と
二
〇
〇
ｍ
・
四
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー
、
四

〇
〇
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
で
優
勝
。水
泳
部
・

男
子
は
、
四
〇
〇
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
で
優

勝
。

　
水
泳
の
個
人
競
技
で
は
、
第
五
一
回
関
東

甲
信
越
大
学
体
育
大
会
に
お
い
て
、
伊
藤
瑠

美
さ
ん
（
工
学
部
・
四
年
）
が
、
女
子
五
〇

ｍ
、
一
〇
〇
ｍ
平
泳
ぎ
で
、
鎌
田
依
利
さ
ん

（
教
育
・
三
年
）が
女
子
一
〇
〇
ｍ
自
由
形
で
、

藤
田
早
紀
さ
ん
（
教
育
三
年
）
が
女
子
二
〇

〇
ｍ
自
由
形
で
、佐
々
木
美
智
さ
ん（
教
育
・

一
年
）
が
女
子
二
〇
〇
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

で
、
佐
藤
加
奈
子
さ
ん
（
教
育
・
四
年
）
が

女
子
一
〇
〇
ｍ
背
泳
ぎ
、四
〇
〇
ｍ
自
由
形

で
優
勝
。男
子
で
は
、鈴
木
佐
紀
人
さ
ん（
農

学
・
二
年
）
が
二
〇
〇
ｍ
背
泳
ぎ
で
優
勝
。

　
陸
上
競
技
　
第
五
一
回
関
東
甲
信
越
大
学

体
育
大
会
で
、
海
老
原
大
輔
さ
ん
（
教
育
・

一
年
）
が
、
砲
丸
投
げ
で
優
勝
、
土
屋
奈
津

子
さ
ん
（
人
文
・
一
年
）
は
、
女
子
四
〇
〇

ｍ
で
優
勝
。第
八
六
回
日
本
陸
上
選
手
権
大

会
で
は
、
高
村
理
恵
子
さ
ん
（
教
育
・
四
年
）

が
女
子
ハ
ン
マ
ー
投
げ
八
位
。

　
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
　
関
東
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
秋
季
リ
ー
グ
戦
（
一
部
）
で
女
子
四
位
。

　
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
　
第
三
七
回
全
日
本
学
生

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
選
手
権
大
会
で
、女
子

は
団
体
五
位
、
男
子
が
団
体
八
位
。

　
剣
道
　
剣
道
部
・
男
子
と
女
子
が
、
第
五

一
回
関
東
甲
信
越
大
学
体
育
大
会
の
団
体
戦

で
優
勝
。
個
人
戦
で
は
、
小
岸
潤
さ
ん
（
教

育
・
三
年
）
が
優
勝
。
第
三
六
回
全
日
本
女

子
学
生
剣
道
選
手
権
大
会
で
は
粉
川
彩
さ

ん
、（
教
育
・
三
年
）
が
、
第
三
位
。

　
テ
ニ
ス
　
第
五
一
回
関
東
甲
信
越
大
学
体

育
大
会
で
、
女
子
が
団
体
優
勝
。

　
漕
艇
　
第
五
二
回
東
日
本
選
手
権
競
漕
大

会
男
子
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
三
位
。

■
工
学
部
に
新
校
舎

　「
総
合
研
究
棟
」
が
完
成

　
日
立
キ
ャ
ン
パ
ス
の
工
学
部
に
、平
成
十

四
年
十
二
月
十
六
日
に
八
階
建
て
の
新
棟

「
総
合
研
究
棟
」
が
竣
工
し
ま
し
た
。
新
棟

に
は
日
立
地
区
の
総
合
情
報
処
理
セ
ン

編
集
後
記

　
正
月
あ
け
か
ら
三
月
ま
で
、
大
学
は
受

験
シ
ー
ズ
ン
に
突
入
し
ま
す
。
一
月
十
八
・

十
九
日
、
水
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
大

学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
で
幕
が
切
っ
て
落

さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
十
五
年
度
の
茨
城
大
学
前
期
入
学

試
験
は
二
月
二
五
日
、
後
期
試
験
は
、
三
月

十
二
日
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
十
五
年
度
の

茨
城
大
学
へ
の
志
願
者
は
、
八
六
五
ニ
名
、

募
集
人
員
は
一
三
九
四
名
な
の
で
六
・
ニ

倍
の
高
い
競
争
倍
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

入
試
の
前
後
は
な
ぜ
か
雪
が
多
い
の
で
す

が
、
桜
の
咲
く
四
月
、
茨
城
大
学
は
、
希
望

に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
た
新
入
生
で
溢
れ
か

え
り
ま
す
。
勉
学
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
、
サ
ー

ク
ル
活
動
に
、
実
り
多
い
学
生
生
活
と
な

る
よ
う
、
大
学
は
教
職
員
、
学
生
共
に
新
入

生
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

タ
ー
、マ
ル

チ
メ
デ
ィ

ア
学
習
エ

リ
ア
、マ
ル

チ
メ
デ
ィ

ア
教
室
、多

目
的
教
室
、

学
部
共
同

実
験
室
な

ど
に
割
当

て
ら
れ
て

い
ま
す
。
す
で
に
移
転
・
入
居
も
終
わ
り
、
新

た
な
気
持
ち
で
教
育
・
研
究
に
取
組
ま
れ
て

い
ま
す
。
今
後
の
大
き
な
成
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

■
平
成
十
四
年
度
　新
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

　「
い
ば
ら
き
の
未
来
を
支
え
る

　
産
官
学
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催

　
茨
城
大
学
で
は
、平
成
十
五
年
二
月
五
日
、

茨
城
県
及
び
茨
城
工
業
高
等
専
門
学
校
と
の

共
催
で 

「
い
ば
ら
き
の
未
来
を
支
え
る
産
官

学
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
大
学
、
高
専
、
原

子
力
研
究
所
、 

茨
城
県
、
産
業
界
等
か
ら
一

０
０
名
を
超
え
る
参
加
者
を
迎
え
、
ホ
テ
ル

「
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸
」 

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
文
部
科
学
省
地

域
貢
献
特
別
支
援
事
業
「
茨
城
大
学
地
域
貢

献
プ
ラ
ン
」 

の
一
つ
「
地
域
活
性
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
事
業
」
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　
宮
田
学
長
の
挨
拶
、
花
岡
茨
城
県
企
画
部

長
の
「
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
二
十
一

構
想
に
つ
い 
て
」
の
説
明
、
テ
ー
マ
「
地
区

の
活
性
化
を
め
ざ
す
」
と
し
て
、
日
本
原
子

力
研
究
所
・
新
村
上
級
特
別
研
究
員
の
「
大

強
度
陽
子
加
速
器
（
Ｊ
I
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
）
で
の

生
命
科
学
研
究
と
産
業
応
用
へ
の 

動
向
」な

ど
四
件
の
講
演
。
質
疑
応
答
が
あ
り
熱
気
あ

ふ
れ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
。
あ

わ
せ
て
技
術
相
談
会
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高円宮殿下とレイモンドさん

竣工した総合研究棟

熱気あふれるシンポジウム


